
Ⅰ地域づくり活動支援コース
団体名 活動・事業名 事業の目的 取組内容 実施場所 期待する効果・成果 交付額 （円） 審査委員会ｺﾒﾝﾄ

Ⅱ区テーマ解決支援コース
団体名 活動・事業名 事業の目的 取組内容 実施場所 期待する効果・成果 交付額 （円） 審査委員会ｺﾒﾝﾄ

全コース合計 交付件数　６件 交付決定額合計 899,000円

・孤立しやすい介護者が抱え込んでいる想いを話し、参加者同士が共感し気持ちに寄り添える様
な場を開催する。
・今年度は開催と並行して、周知に力を入れていく事で今後の活動につなげたい。

悠リビング土気
千葉市緑区高津戸町111-1

住み慣れた街で、家族の介護をす
ることになっても、孤立すること
なく自分らしく生活することがで
きる様期待し活動したい

50,000円

介護者に焦点を当てた傾聴や当事者同士の語らいの場は、まだ少数で
あり、誰でも気軽に参加できる場の提供は必要性が高いと思われま
す。孤立しがちな介護者に寄り添い、介護の不安や苦労を共感するこ
とで、負担感が少しでも軽減される取り組みになることを期待しま
す。活動を多くの方に知って、参加いただくために、積極的にPRする
とともに、必要な方々に届くよう、周知の方法の工夫にも努めてくだ
さい。また、活動状況に変化があった場合でも事業を継続的に運営し
ていくために、資金の確保についても検討してください。

けあら～と～く けあら～と～く 24時間続く介護生活の中、頑張り過ぎない為に一息
つく時を過ごす居場所づくり

開催日時
毎月第２日曜日11：00～14：00
内容
ごはんルーム（昼食の提供　50食）
子ども（小学生以下）100円　大人300円
まなびルーム（季節の工作）
子ども（小学生以下）100円　大人200円

地域に住まう方々に温かい手作りの食事を提供する
と共に、こどもが一人で安心して参加できる、幅広
い世代の方々と接して学べる場を提供したい。
高齢者等には、ボランティアスタッフとして協力頂
き、豊富な知識や技能を活かせる、生きがいを持っ
て働ける場を提供する。
本活動により、開催場所である大多喜ガス株式会社
ショールームBeEを地域住民同士が交流できる拠点
にしたい。

ちいき食堂いちご食堂

コロナ禍でも子どもの育ちを支援する活動を継続、拡充している点を
評価します。学生による学習支援等、ボランティアの広がりとあわせ
て、子どもたちにとって「楽しい場」「学び合える場」となることを
期待します。他のこども食堂や各種団体との連携・協力により、運営
ノウハウなどを共有することで、コストの削減に努めてください。

349,000円

住民同士の交流が盛んになり、世
代を超えて双方に支え合う仕組み
が確立され、「住み続けたいま
ち」となることを期待します。

大多喜ガスショールーム
BeE
千葉市緑区おゆみ野3-12-1

子どもの居場所づくりや孤食の防止など、地域の中で子ども達を見守
り、子育て世代を支える活動であることを評価します。同様の取組を
している地域の他団体との連携・協力を図ることによって、参加者同
士の地域間交流を深めることを期待します。補助金交付終了後に備え
て、継続的に理解者・支援者を確保するため、規約の作成、会員制に
よる収入の確保などの仕組みについて検討をするとともに、生活困窮
世帯、子育て支援に関する民間の助成情報の収集に努めてください。

200,000円

・虐待のない地域、子供が一人で
食事をして淋しい思いをする事の
ない地域
・地域で子供達を見守っていくこ
とができる環境作り

鎌取コミュニティセンター

月に1回（基本的には第２土曜日）の11時～
子供：無料または1円～100円のワンコイン
大人：350円
にて弁当（または食事）を提供

子供食堂として子供の孤食、虐待を少しでも無く
す。
また、子供から、年配の方まで様々な年齢層の方々
が交流することにより、地域の活性化を目指す。

子供食堂まんぷく食堂

NPO法人ウィメンズ・ウィングちばの事務所において
第２金曜日の14:00~15:30
「女性のためのおしゃべりカフェ」を実施。
カフェの約束事として
・人の話を聞く。遮らない。批判しない。
・この場所で話されたことは口外しない。

女性は様々な人間関係において、しばし調整役とな
り自分の思いや悩みを押し込めてしまいがちです。
コロナ禍の中で、Stay home、をしいられ、ストレ
スのある暮らしが続く中、ほんのひと時でも、日々
の思いや悩みを気軽に話す場があることにより、気
持ちが楽になったり、問題が整理されたりします。
女性たちが、気軽に話ができる場所を地域に作りた
い。

女性のためのお
しゃべりカフェ

NPO法人　ウィメ
ンズ・ウィング
ちば

女性ならではの様々な思いや悩みを気軽に話せる場所を地域に作り、
一人でも多くの女性の孤立を防止するための取り組みであることを評
価します。コロナ禍で、以前にも増して活動が困難な状況ですが、広
報を強化し。電話対応を充実させるなどの事業展開を期待します。支
援が必要な方々が参加しやすくなるよう、活動のPR方法、具体的な
テーマの設定について改善を求めます。

50,000円

気軽に自分の思いを話せる場所が
地域にあることが周知されること
によって、孤立を防ぎ、その人に
とって安心・安全な居場所になる
と良い。

みんなの広場（NPO法人
ウィメンズ・ウィングちば
事務所)

地域の人々に人形劇などの活動を楽しんでもらい文
化的な交流をはかる。

人形劇などの上
映活動

がれっと工房

コロナ禍であってもＤＶＤを製作のうえ、各施設に貸し出し、文化活
動を継続している点を評価します。
上演場所や開催方法などを工夫し、感染症対策を実施したうえで人形
劇のイベントが開催されることを期待します。
多くの人が視聴できるようオンラインでの動画公開を検討するととも
に、事業を継続するために幅広く活動費の寄付を募るなど、財源の確
保に努めてください。

50,000円
・地域で文化的な活動団体がつな
がって、さらに楽しいイベントが
できるとよい。

緑区を中心とした子ども
ルーム
放課後デイサービスなど

・月2回、鎌取コミュニティセンターで人形劇等上演のための準備をする。
・人形劇の話し合い、制作、練習を行う。
・子どもルームや放課後等デイサービスなどで上演を行う。

令和４年度　緑区地域活性化支援事業（追加募集を含む）　交付団体一覧

メジカラネット

障害のある人もない人も災害時の避難体験などでともに交流し、地域
全体の防災力向上に取り組んでいることを評価します。楽しみながら
学ぶ体験会などを通じて、多くの区民が地域防災に関心を持つきっか
けとなることを期待します。
地域の自主防災組織や避難所運営委員会と連携を図りながら、障がい
のある人を避難所へ誘導する具体的な方法・流れや避難所での生活方
法について検討してください。

200,000円

障碍者と健常者が日頃より交流す
ることで理解が進み、災害時にも
協力する意識が地域において醸成
される。これにより、地域全体が
「安心して暮らせる街」となるこ
とを期待する

土気あすみが丘プラザ（市
の避難所）、大多喜ガス
ショールーム（災害時応援
協定締結）、イオンスタイ
ル鎌取（災害時応援協定締
結）、イオンタウンおゆみ
野などで開催予定

メジカラネットは、緑区土気を拠点とする障がい者自立支援団体「NPO法人はぁもにぃ」、土気あ
すみが丘プラザ指定管理者「株式会社京葉美装」など多様な主体とこれまでも協力関係があり、
その協力実績を踏まえ事業を推進する。
１．事業は３年計画で実施するが、今回の実施期間は、「避難の体験と問題点を探る１年」とす
る。
・避難生活を知る
　既存の防災アプリなどを活用し災害や避難について知る
　非常食の試食、避難所の設営（テント設置・給水タンク）を簡易的に体験する
・問題点を知る
　障害のある人は何に困るのか、不自由さを予測し、時には体験しながら、どんな問題があるか
を知る
　（参考）
　　２年目「問題点を明らかにし、解決策を探る１年」
　　　避難の基礎知識の確認、問題点の明確化、解決試案作成
　　３年目「問題解決に一歩近づく１年」
　　　試案のブラッシュアップ、避難所運営シミュレーション
２．災害時に役立つ多彩なグッズ（水を使わないシャンプー、非常用トイレ）の紹介や試用、防
災を学ぶゲーム（（例）「カードゲーム　クロスロード」、「避難所運営ゲーム（HUG）」）、身
近な防災の知恵、手助けを必要としている人への接し方（視覚障がい者の誘導体験、車いす移動
体験）、多様な人とのコミュニケーション等を、楽しみながら学ぶ体験会を実施する。
　自主防災マップ（マイハザードマップ）の作成などの形で、地域に住む一人一人の実情に合わ
せた防災対策につなげられるようにする。
３．新型コロナウィルスの対応等を取り込んで、1つの体験会を少人数に区切りながら複数の拠点
でオンラインでつないでいくなどの新しい技術導入を積極的に図る。オンラインでの参加者が現
実的なお試し体験が出来るような試みも考えたい。
　以上、これまでどこにも展開したことないようなテーマと手法を用い、新しいインクルーシブ
(共生)社会を形作るために活動する。

大規模自然災害による被災は千葉県も例外ではな
く、千葉市内でも多くの人が避難生活を余儀なくさ
れた。こうした中、いろいろな障害や日本語の不自
由など、多様なハンディキャップを持つ人にも安心
できる「避難」とはどのようなものかを考え、その
ポイントを多くの人に知ってもらうことにより、地
域全体の「安全・安心」をレベルアップしていくこ
とが、本事業の目的である。
　特別な訓練や高度な技術ではなく、ちょっとした
気づきや工夫で避難の考え方や暮らしやすさは劇的
に変わる。こうしたポイントは日常生活にも役立つ
例が多いので、楽しみながら体験を通じて学び、災
害時に備えると同時に、地域防災や安心・安全に関
心を持つきっかけとする

緑区民の緑区民
による緑区民の
ため災害時バリ
アフリー


